



































































































































2 .衣服 (乃服)紡績技術 3.染色 (彰施)染色技術
5.製塩 (作蹴)製塩技術 6.製糖 (甘噂)製糖技術
陶磁器製作 8.鋳造 (冶鋳)金属鋳造 9.舟車 (舟車)車船製造
ll.倍焼 (熔石)石灰 ･琴 ･硫黄等鉱物焼成および石灰採掘 ･加工
13.製紙 (殺青)製紙技術
15.兵器 (佳兵)兵器製造 16.朱墨 (丹青)顔料 ･墨生産
18.珠玉 (珠玉)玉石 ･靖瑞等の採取 ･加工































て自序のうちには ｢幸いに聖明極盛の世に生れ ･- ｣とある｡これは一体どうしたことで
あろう｡先きに述べた明末の頗勢.tJ_いうものは､賓をいJ)と､明の帝室と政権のことであっ
て､昔時の社曾にはそれとはかかわりなく､かえって繁栄を極めていた一面があったのであ











ない｣(注2-1と解釈しているが､宋応星は 『天=開軌 刊行の前年 LL637年)に政論集 『野議』を出
版しており､その中で明末の政治 ･経済 ･軍事 ･思想 ･文化などの腐敗現象を暴いている｡宋応星は
時局に対して決して無関心ではなく､むしろ関心が高かったことが窺われる｡(注22) また､『野乱
















































































































見ると､(秩) . ＼転 (くさとり)) ･く蒋 (除草))など普段全く農業に無縁の人々のために描いた

































































の一部が 『漢書 ･食貨志』に載せられており､その 『漢書 ･食貨志』に記述された晃錯の上奏文の中















以上のように ｢天工開物序Jの l草生聖明棲盛之世｣ ･ r~王孫帝子｣ i｢貴五穀而膿金玉之義｣は
現実と明らかに矛盾している｡しかし､｢天工開物序｣自体はそれが自然な感じで書かれている｡そ
のように 1~幸生聖明極盛之世｣ ･｢王孫帝子｣ ･｢貴五穀而購金玉之嵐 ｣が現実と矛盾していながら
自然な感じで記述されているということは､r天工開物』の著者宋応星の視線の先は ｢当時の皇帝｣､
つまり｢崇禎帝｣に向けられているのではないだろうか｡記述とは明らかに矛盾する事実の中で､｢幸











































































分類をすると､(1)自然科学 ･技術 :『天工開物』『観象』『楽律』(2)詩作 :F思憐詩』(3)政
論集 :『野鼠 d(4)歴史学 :『春秋戎秋解』(5)官学創作 :『美利美』(6)維文集 : け一雑色文J r原
耗』(7)自然科学と社会科学の間 : 『危言十種山 以上のように分けることができる｡
1r天工開物』は､L637年 (崇禎十)に刊行されたが､この年には宋応星は 『危言十種』F雑色文』
も発表しているOまた､その前年の1636年 (崇被九)には 『野議』F思憐詩』 『画音帰正』『原耗Jが
刊行されていた｡その中で､現在見ることが出来るのは､『野議』 ･『思憐詩』 ･『天工開物』と､ F危
言十種』の中の 『論気｣･『談大』の五種だけである｡これらは､『天工開物』著述の動機を調べる















さいし上く◇『野議』 :F野譲』は政治評論的な著作で､後漠の伸長枕の 『昌言』や社是 の 『政論』に比肩で
きる｡明末社会が局面している各種の問題について語っている｡在野の知識分子として､国家の命
運に関わることについて献筒を奉じ､社会の喚起を得ようとしている｡内容は､次の12議について
記述｡(世運議 ･催科議 ･風俗議 ･進身議 ･軍飼議 ･乱萌議 ･民財議 ･練兵議 ･土気議 ･学政議 ･
屯田議 ･塩政議)
◇ 『思憐詩』 : 『思憐詩_qは､宋応星自選の詩集.｢思憐詩序Jの最後の1頁 (記述年が記載されて







































































































のだろうか｡清書星氏の 『宋応星評伝』を中心に､特に影響があったと思われる節目敬 ･妾日広 ･玲
紹煙について紹介したいと思う.｡















































































































(4) 三枝博音 『天工開物卜 十一組出版部､1943年､｢r天工開物Jの研究｣p24｡
(5)蔽内情編 u'京都大学人文科学研究所研究報告 天工開物の研究J､恒星社､1953年 (以下､前掲B書と記す)｡






















































払q 宋応星の兄宋応昇が著した r先母鉄橋人行状Jに ｢高歴戊寅に昇を生み､丁亥に至りて第三弟 (応星)を生む｣
とあるO
を川 宋応星が生まれ育った奉新県から200キロメ-∴トル程の産山の谷間にある由緒ある書院O
処分 小野和子 r明季党社考 一束林党と復社-』､同朋舎出版､1996年 (以下､前掲F書と記す)0
由頚 『白鹿洞書院考略専刊』､江西教育学院､1985年､p39｡
軸 前掲F書､p.482-483｡
53 (190)
